
 
議事録（案） 

（件名）岩盤力学委員会 岩盤構造物の創造・保生に関するマネジメント研究小委員会

（第 3回）
□ 委員会 ■ 小委員会 □ 部会 □ 幹事会 □ 分科会 □ 打合会 □ その他

* 理事会報告用に，上記会議種別の内から１点だけチェックを入れて下さい。

日 時： 平成 2006年 3月 10日（木）15：00～17：00 
場 所： 大成建設(株)本社 18階 208会議室 
出席者：（委員長）大津（幹事長）亀村（幹事）安田、中村（委員）峯、高橋、大谷、岡田 
議 題：1）前回議事録の確認（亀村） 

2）今後の予定確認・成果品について（大津） 
3）両WGリーダーより話題提供および討論（峯、中村） 
4）土木学会全国大会研究討論会の内容について（大津） 
5）その他 

討議内容： 
1) 前回議事録確認  
 

2) ・今後の予定確認 
     第 4 回小委員会 2006.5 

     第 5 回小委員会 2006.9 

第 6 回小委員会 2006.11 

第 7 回小委員会 2007.1 

第 8 回小委員会 2007.3 

2007 年度 講習会開催予定（東京、大阪など） 

   ・成果品について 

     成果品として出版物を作成する。 

     総ページ数 300 程度とし、以下の 3編構成とする。 

        第 1 編 ジオリスクエンジニアリング概論（大津、亀村、尾ノ井、小路） 

        第２編 岩盤構造物の建設コスト評価 （創造 WG） 

        第３編 岩盤構造物のアセットマネジメント （保生 WG） 

     岩盤屋のみをターゲットとしない。 

     大学院の教科書のようなもの、地方自治体の道路管理者が見るようなものを目指す

  

 

3) 両WGリーダーより話題提供および討論 

・ 峯委員、中村委員より話題提供があった。 

・ その後討論を行った。 

・ 各WGのメンバー（案）は以下のとおりとする。 

    創造WG 峯、尾園、志村、久保田、鈴木、亀村、尾ノ井 

    保生WG 中村、高橋、清水、大谷、小路、岡田、安田 

・ 次回までに、リスク＝性能を損なう要因とは何かを勉強しておく。 

 



 

4) 土木学会全国大会研究討論会の内容について 

タイトル：ジオリスクエンジニアリング／マネジメント 

      ～岩盤構造物の上手な作り方、使い方～ 

座  長：大津小委員長 

話題提供：岩盤構造物のマネジメントの現況 （亀村委員：15 分） 

     岩盤構造物のプロジェクトファイナンス（尾ノ井委員：15 分） 

     岩盤空洞建設コスト（峯委員：15 分） 

     岩盤アセットマネジメント（中村委員：15 分） 

申し込み資料を亀村委員、中村委員で作成する。 

 

5) その他 

・ 次回は、2006年 5月 19日（金） 13:00～17:00に行う。 

・ 場所は、京都で行う。詳細は追って連絡。 

・ 次回の小委員会は、初めに全体会議を行い、その後WGごとに分かれて討議を進める。 

 
以 上 


